
めざします。企業の繁栄と社会への貢献。

鹿児島
L15春号l
-""司回路・a前面m羽・



ついて

4<-政6年 (185q年) 11月 27目、鹿児島藩医湯

地定之ピ貞子夫妻の四女(七番目の子)ピ L，段l字

国鹿児島郡底近在極度村(現在の鹿児島県鹿児島市

新屋敷町)に出生。幼名liお七、 iたliお志知。

明治 5年、教え 14践の時に海外秘学から帰国し

た長兄・定基に呼び寄せられる形で家族揃っ T来京

赤坂淑池二番地の湯池定基邸に転居、東京府麹町区

にある麹町女学校に入学。

陸軍軍人.11>地知幸介や野津鎮雄 bの勧めによ 1)、

長州出身の7j木希典ピ明治 11年 B月 27日に結婚。

名前も「お七jから rj真J(Lず)- r静子Jピ改める 。

軍人の妻ピ L，長男勝典を始的、 4 人の子宝に忠ま

れる (2人目以降はヨ(;:;JA)。

L か L 日露戦争が開戦、長男勝典、次)IJイ*~I~ が相

次、、で戦死。 その報を知った母紛子 l.i深、、悲 Lみに

暮i'l、三日三晩泣 5i且したと云う 。

1 q12年 (明治四五年)7月、明治天皇が崩御、

その後 (大正元年)q月 13目、乃木邸 (札港区赤

I反にある 7j木神社)に於、、て、今上両陛下町御真影

を掲げ、1Jt1舎を捧げ、明治天皇を追っ T希典ビ共に

殉死 Lた。J{..年 54歳(滋 52歳)。

号の人生の生涯を明治ヒいう時代に捧け.た女性の

鋭"あリ、良妻賢母ピ L，讃えられ、大正品、与 昭和

のはじめ、子供の名に[静子jという名が流行った

と云われ 1す。

大正 8年 11月27日、村野山人ピ村野須美子は私

財をなげう っT、紛子生誕地である甲突川.:!LJ.f.緑地

に 1.20 m殺の夫人の銅像が建立され るも、先の大

東並戦争末期、陸軍よリ軍事資材lili1皐 (鈴5;~ ) ピ L

T徴収され、 5見庄はその台座のみが巡っ Tおリ iす。

殉死の日の朝の乃木夫妻

8 

有志先人方よリ

銅像建立のお話し

はあ，):1 Lたが、

この度奉資会を発

足するこピに至 1)

:1Ltニ。
村野山人翁の意

思をヲ|継 F、文化

財・史跡ピ L， 後

世に f云え残すベ (20歳頃)

しこの主旨をご理解頂上何卒皆~ :1.方のご支援

ご協カを賜 1)ますようご索内中 L上け。:1.す。

‘ 
、ー

之、
明白・・==-

大正時代にJ/il影された、乃木静子夫人像



銅像建立ご協カのお願い
(平成 28年 11月建立予定)

現在の台座

E竺竺TI[
[ ;J "" :g， fIj; 1 [ 

[募集WJJ削I

E亙~[
[ ~ íut~ j1fr ] [ 

-一一一if
[募金額]

[お仮込口座]

壱千間四

乃木静子夫人銅像ill立の募金

平成26年9月 1 3EJ ~同29年7月 3 1 EJ (予定)

乃木静子夫人銅像の建立

甲突川左岸緑地公閣内

一 口 壱万四以上 奉加般に記減数Lます

五日以上のご協力者i僚は御名前を石盤に銘記予定

名義 1!J木間子夫人事fi会
(ノギシズコアジンホウサンカイ)

郵使用t医務口tb i!日号 017901 諮号 142838
(郵便局備え付けの振込み川紙にてこ参入金:11米ます)

乃木静子夫人奉賛会

銅像建立実行委員会事務局
干892-0838 鹿児島県鹿児島市新屋敷町5番 15号(船魂神社内)
電話 099-226-7457 FAX 099-227・0195
shizuko_housankai@yahoo.co.jp 
http://www.geocilies.jp/shizuko_housankai/ 

G> 

建立予定地

奉賛会役員のみなさん
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